

























































目 介入 1 全身運動を伴う遊び 5回



















条件別(表 2) に、各手続き後の人数の平均を算出したところ、条件 b以外で
は数値の上で大きな差は見られなかった。条件 bにおいては、 Aのベースライン




介入別に離席数の平均を算出すると、 Aのべ-;1..ラインでは 9回、 B.の介入 1

































時期を AB(C)の 3つに弁別した。 Bの介入期を介入 1と介入 2で構成して
行った。 介入の内容に ついては表 5に示した通りである。 介入 1では、良い
姿勢について学習するため、研究授業を行った。介入 2では担任教師の協力
のもと 、 ト ー ク ン エ コ ノミーシステムを実践した。介入効果の検証は、実践実
習 Iと同様に行った。
車5 実践実曹EのI章における介入の肉曹
時期 手 続 舎 内容
A <:ベースライン》 何も教示を与えない
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